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要旨：曰常生活行動が自立している在宅高齢者１３名（平均年齢７６歳，女』性９名，男性４名）を対象に，

蒸気温熱シート（めぐりズム蒸気温熱パワー，花王）が排便と排尿に与える効果について検討した．コン

トロール期５日間の後，蒸気温熱シート腹部貼用を連続５曰間行い，排尿・排便回数，日本版便秘評価

尺度ＬＴ版（CAS‐ＬＴ)，血圧，心拍数，食事摂取量を測定した．ＣＡＳ－ＬＴ値と排便回数はコントロー

ル期と温電法後に有意差はなかった．排尿回数は１日6.6±2.0（正常値）から7.5±2.0へと有意（ｐ

＜０．０５）に増加した．被験者は排便・排尿状況が正常な高齢者であり，腹部温審法は顕著な効果を与えな

かったが，腹部温審法は排尿機序に生理的な効果を与える可能性が示唆された．この機序が腎交感神経の

活動低下による利尿促進作用の結果なのか，膀胱平滑筋を支配する下腹神経などの交感神経活動低下によ

る膀胱収縮によるのかは今後の検討が必要である．

キーワード：温電法，高齢者，膀胱機能

I、緒ロ でも全身へのおだやかな温熱刺激は，筋への交感神

経活動の出力を減少させるというヒトでの報告8)や，

ラットにおける腰部の皮膚加温によって腎血流量の

増加や尿量の増加がおこるとする報告9)もある．腎

交感神経は，腎血流量を減らしたり水の再吸収を促

したりして抗利尿的に作用する性質があるが，内臓

や圧受容器，末梢の温度受容器などからの刺激に応

答して，その活動を変化させる'０)．たとえば，高体

温のような極端なストレスを与えると，腎交感神経

の活動は増加して抗利尿作用が発現する'1)が，背

中の部分のみを４２度程度に温めると，腎交感神経

の活動が低下して水利尿，ナトリウムやカリウムな

どの電解質利尿が起こる9,13)という．本研究では，

腰背部や腹部の皮膚をあたためる温電法には，経

験的に様々な生理的効果がある．とくに，温毒法に

よる排便促進効果'-3)や上部消化管の運動促進効

果4.5)は，看護技術としても重要な位置を占めてい

る．この促進作用の生理学的なメカニズムは依然と

して不明な点が多いが，永井は，体性神経求心路か

ら脊髄や上脊髄の中枢を介して交感神経の内臓枝へ

の出力が起こり，そのために効果器である腸間膜動

脈の収縮がおこり，消化管血流の低下，虚血，再灌

流などを通して消化管運動が促進されるという仮説

を提唱している6,7)．しかし，体性神経刺激のなか
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Table１．CAS-LTscoradefecationandvoidingduring 
controlandLASHperiod 

下腹部の加温が排便と排尿に与える影響を調べるこ

とで，局所皮膚加温の自律神経活動に対する効果を

検討した．
control LＡＳＨ 

1.6±１．５ 

１．３±０．７ 

７．５±２０＊ 

CAS-LT(totalscore） 

defecationVday） 

voiding(/day） 

2.1±１．９ 

１．４±0.6 

6.6±２．０ Ⅱ方法

わく００５

対象は，日常生活行動が自立している在宅高齢者

１３名（平均年齢：75.5±6.2歳，女性９名，男性４

名）で，そのうち９名は高血圧で外来通院，内服

治療中であったが利尿剤を内服している者，および

泌尿器科疾患を有する者はいなかった．温審法とし

て市販の蒸気温熱シート（めぐりズム蒸気温熱パワー，

花王）を下腹部に貼用した．この蒸気シートは着用

のためのベルトがあり，一曰約５時間にわたって

装着した．被験者は排尿・排便日記をつけ，排便に

ついては，さらに曰本版便秘評価尺度ＬＴ版

(CAS-LT）を用いて，便の性状，排便状況などに

ついて記録した．食事摂取量，血圧，心拍数なども

記録・測定した．

コントロール期５日間（未貼用）と，蒸気温熱

シート貼用５日間を連続して行い，上記の調査項

目を毎日測定した．研究は，平成１８年３月から４

月の間に行われ，被験者への倫理的配慮として，研

究の主旨，目的，方法，安全性，データの匿名性の

守秘の説明を行い，研究への参加は自由意思であり，

中断・辞退が随時可能であることを告げたうえで，

研究への理解，協力の意思があることを確認し，同

意を得た．家族の協力が得られる場合には，家族に

も同様の説明を行い，同意を得た．

各測定値は平均値±標準偏差で表し，コントロー

ル期と貼用期のバイタルサインの比較はpairedt-

testを，CAS-LT値，排泄回数の比較はWncoxon

signed-ranktestを用いて検定した．有意水準は５

％とした．

行による下痢の誘発はなかった．ＣＡＳ－ＬＴ値，排

便回数は温審法前後で有意な変化はなかった（Ta

bleｌ)．便の`性状，排便状況も有意な変化はなかっ

た．排尿回数は１日6.6±2.0回から7.5±2.0回へ

と有意に増加した．

Ⅳ、考察

腹部や腰部の温電法には，排便促進効果があるこ

とが知られているが''2)，温審法がその効果をもっ

とも発揮するのは，便秘症状をもっている場合であ

る5)．本研究における高齢被験者は排便・排尿状況

は正常であり，そのような状態に対して腹部温鴇法

がさらに排便促進効果を促すかどうかを注目したが，

顕著な排便促進効果を示すことはなかった．皮層の

温熱刺激が交感神経の興奮`性出力7,11)を起こすか，

抑制性の出力8,9,13)を起こすかは実験の条件の違い

による可能性がある．ストレスといえるほどの全身

性の温熱刺激や，体温を上昇させるような刺激が加

わった場合に内臓神経や腎神経などの交感神経には

興奮性の出力が増加し''’'2,14-16)，臓器血流が低下し

て，抗利尿作用がおこることが確認されている．し

かし，ゆるやかな皮膚温熱刺激に対する自律神経の

出力について一定の傾向を見出すことは困難である

が３９．１３)）これらの報告では交感神経に抑制性の出力

を出すという結果が共通している．つまり，「熱い」

と「暖かい」では，正反対の自律神経活動が現われ

る可能性がある．したがって，腹部温電法が消化器

運動を促進する原因として，交感神経活動低下が起

こっている可能性を考慮する必要がある

「熱い」（ストレス性）と「暖かい」（非ストレス

性）刺激を区別して捉えることは，腎に対する腹部

Ⅲ、結果

血圧，心拍数に有意な変化はなかった．食事は毎

曰３食，決まった時間に摂取していた．温審法施
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温審法の作用を考察するときも有効である．腎臓に

分布する交感神経を電気的に刺激すると，腎血管抵

抗の増加，尿細管における水やナトリウムの再吸収

増加（尿量減少)，レーン分泌増加などをおこすが，

さまざまな入力に応答して反射性に腎交感神経の活

動を冗進させることも可能である'7)．この入力とし

ては，圧受容器や化学受容器，他の自律神経系の感

覚神経に加えて，体性神経からもおびただしい種類

の入力'8)が存在するようである．いずれにしても，

これらのストレス性の入力は最終的には腎交感神経

活動の増強をもたらすので，尿量は減少傾向になる

と考えられる．一方，いわゆる背部皮膚へのゆるや

かな温刺激を行うと，むしろ腎交感神経活動の抑制

がおこり，尿量増加やナトリウム利尿やカリウム利

尿がおこるという報告9.13)がある．本研究において，

排尿回数が正常範囲の枠内で有意に増加したことか

ら，腹部温電法は排尿機序に関わる自律神経系にな

んらかの与える可能性が示唆された．これが，腎交

感神経活動の低下による尿量増加によるものか，膀

胱平滑筋を弛緩させている下腹神経の活動低下によ

る排尿反射の冗進によるものかは今後の検討が必要

である．
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Ｖ、結 語

本研究では正常高齢者において温署法により排尿

回数は有意に増加した．ただし，寒冷暴露によって，

利尿が増加するというヒトでの報告もあり'9)，皮膚

を温めると尿の回数が下がる可能性も予想される．

皮膚の温熱刺激は，その反射の出力がどの自律神経

系を通して行われるかによって，また，実験条件や

被験者の状態などによっても，さまざまな結果が得

られる可能性があり，慎重に対応する必要がある．
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Abstract 

EffectsofIong-temIowerabmmin副skinwarmingondefecationandvoidｉｎｇｉｎｔｈｅｈｅ副thyeIderIy

SumieTomehata,ShoukoMinanliyama,NObueKawae,KeikoHosonoandJunlwamoto 

DepartmentofNursing,AsahikawaMedicalCollege 

Midorigaoka2-1,Asahikawa,Hokkaido，Ｏ７８－８５１０Ｊａｐａｎ 

Localskinheatmgonabdominalorlulnbarbackareahasbeenutnizedtoimprovethemove-

nlentofgastrointestinaltractsand/orthefunctionoftheurinarybladder・Inthepresentstudyb

weexalninedtheeffectsofthelowerabdominalskinheating(LASＨ)withthecolnmercially 

availablesteamingpaｄ(Megurizumu,Ｋａｏｃｏ.,Tokyo)onbothdefecationandvoidingmthe 

healthyelderly(９women,４men,７６±６ｙｒ)．subjectshada5daynontreatedperiod(control)fOl‐ 

lowedbythesuccessive5dayofLASHwhilethevitalsigns,thebladderdiary,thedefecationdi‐ 

ａｒｙａｎｄｔｈｅｌｏｎｇｔｅｒｌｎｖｅｒｓｉｏｎｏｆｔｈｅConstipationAssessnlentScale（CAS-LT）areself-

adlninisteredorselfnleasureCLCAS-LTanddefecationwerenotsignificantlychangedbetween 

controlandLASHVoidingfrequencywassignificantlyinc肥asedfrom6､6±2.0ｔｏ7.5±2.0／day、

Smcebothvaluesforvoidingfrequencyarewithinnorlnalrange,itissuggestedthatLASHmay 

havepllysiologicaleffectsonthebladderfunctionHowever,itisnotclearwhethertheincreased 

voidingfrequencymerelydemonstratesanincreasedurineoutputduetoreducedrenalsympaF 

theticactivityoranincreasedbladdertomcityduetoreducedhypogastricnerveactivity． 

KeyWords:lowerabdominalskinheatmg,elderly,bladderfunction 
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